
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
一

の
古
活
字
本
・
万
治
二
（
１
６
５
９
）
年
の
整
版
本
な
ど
が
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
に
は
、

岩
波
書
店
刊
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
宇
治
拾
遺
物
語
』⑷
を
用
い
る
。
そ
の
底
本
は

陽
明
文
庫
本
で
あ
る
。

　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
構
成
形
式
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の

お
お
よ
そ
の
用
例
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　「
欲
」　
　
　
　
　
　
　
　
　（
五
例
）

　
　「
～
ム
ト
思
フ
」　
　
　
　（
七
六
例
）

　
　「
ホ
シ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
四
例
）

　
　「
願
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
一
例
）

　
　「
望
」　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
例
）

　
　「
祈
」　
　
　
　
　
　
　
　（
四
四
例
）

　
　「
乞
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
七
例
）

　
　「
請
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
一
例
）

　
　「
求
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
二
例
）

　
　
目
次

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
　
　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
　
　
四
、
お
わ
り
に

　
一
、
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
別
稿
⑴

を
受
け
、
宇
治
拾
遺
物
語
を
研
究
資
料
と
し
て
、
そ
れ
に
お
け

る
希
望
表
現
⑵

の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
宇
治
拾
遺
物
語
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』⑶
な
ど
に
よ
る
と
、
編
者
未
詳
、

そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
通
説
と
し
て
、
一
二
一
〇
年
代
を
中
軸
に
、

十
三
世
紀
前
半
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。
総
計
一
九
七
話
が
類
別
せ
ず
に
収
載
さ
れ
て

い
る
が
、「
今
昔
物
語
集
」「
打
聞
集
」「
江
談
抄
」な
ど
と
の
類
話
が
数
多
く
含
ま
れ
、

そ
の
他
直
接
的
な
口
誦
採
録
に
よ
る
も
の
な
ど
全
編
を
通
じ
て
会
話
を
多
く
盛
り
込

ん
だ
語
り
口
調
が
特
徴
で
あ
る
。

　
写
本
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
桃
園
文
庫
・
蓬
左
文
庫
・
陽
明
文
庫
・
九
州
大
学
竜

門
文
庫
・
内
閣
文
庫
、
そ
の
他
に
十
数
部
の
完
本
・
零
本
が
あ
り
、
版
本
に
寛
永
頃

宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

柴
　
田
　
昭
　
二
　
　

連
　
　
　
仲
　
友
　
　



二
二

　
　「
誂
」　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
バ
ヤ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
七
例
）

　
　「
モ
ガ
ナ
」　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
マ
ホ
シ
」　
　
　
　
　
　
　（
四
例
）

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
は
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
形
式
、
慣

用
形
式
及
び
終
助
詞
・
助
動
詞
形
式
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
即
ち
、
名
詞
形
式
は

「
欲
」「
願
」、
形
容
詞
形
式
は「
ホ
シ
」、
動
詞
形
式
は「
望
」「
祈
」「
乞
」「
請
」「
求
」

「
誂
」、
慣
用
形
式
は「
～
ム
ト
思
フ
」「
願
ハ
ク
ハ
～
給
へ
」、
終
助
詞
形
式
は「
バ
ヤ
」

「
モ
ガ
ナ
」、
助
動
詞
形
式
は
「
マ
ホ
シ
」
が
見
ら
れ
る
。
各
形
式
の
具
体
的
用
法
に

つ
い
て
の
考
察
は
次
節
に
譲
る
が
、
量
的
に
は
「
～
ム
ト
思
フ
」
が
際
立
っ
て
目
立

つ
存
在
で
あ
る
。

　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
１
、「
欲
」の
用
法

　
ま
ず
、
漢
字
表
記
形
式
の「
欲
」の
用
例
を
見
る
。

　
漢
字
表
記
の
「
欲
」
は
五
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
用
法
に
は
漢
文
部
分
に
お
け
る
助

動
詞
用
法
と
和
文
部
分
に
お
け
る
名
詞
用
法
が
見
ら
れ
る
。

（
１
）竜
門
聖
鹿
ニ
欲
替
事（
上
七
　
三
頁
）

（
２
）季
通
欲
逢
事
（〻
上
二
七
　
三
頁
）

（
３
）明
衡
欲
逢
殃
事（
上
二
九
　
三
頁
）

　
例
（
１
）（
２
）（
３
）
は
漢
文
部
分
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
説
話
の

目
録
に
題
目
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
表
記
法
は
漢
文
に
よ
り
、「
～
ム
ト

オ
モ
フ
」と
訓
読
さ
れ
よ
う
。
こ
の「
欲
」は
漢
文
の
語
法
で
見
れ
ば
動
詞
を
下
接
す

る
助
動
詞
用
法
で
あ
り
、
何
か
し
た
い
、
あ
り
た
い
と
い
う
意
の
「
希
望
表
現
」
と
、

今
か
ら
行
動
す
る
意
の
「
将
然
表
現
」
と
両
方
に
解
さ
れ
る
。
す
で
に
前
稿
⑸

で
指
摘

し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
有
情
物
を
主
語
と
す
る
場
合
、
純
粋
な
自
然
現
象
を
表

す
無
情
物
の「
将
然
」と
異
な
り
、「
希
望
」の
意
味
合
い
を
含
み
持
つ
。
こ
こ
で
は
、

こ
れ
ら
の
例
を
希
望
表
現
と
見
て
、
希
望
表
現
の
下
位
分
類
に
お
け
る
「
願
望
」⑹
の

「
説
明
」⑺
の
用
例
と
す
る
。

（
４
）
此
女
房
を
見
て
、
欲
心
を
起
こ
し
て
、
た
ち
ま
ち
病
と
な
り
て
、
す
で
に
死

な
ん
と
す
る
あ
い
だ
、（
上
六
〇
　
一
二
二
頁
）　

（
５
）「
彼
男
は
欲
に
ふ
け
り
て
恩
を
忘
た
り
。」（
上
九
二
　
一
七
六
頁
）

　
例
（
４
）（
５
）
は
和
文
脈
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、「
愛
欲
の
心
」「
欲
望
」
と
い

う
意
で
、「
欲
」の
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　
２
、「
～
ム
ト
思
フ
」の
用
法

　「
～
ム
ト
思
フ
」の
用
例
は
七
六
例
見
ら
れ
る
。

　
前
述
し
た「
欲
」の
用
法
と
関
連
性
が
あ
り
、
本
来「
～
ム
ト
オ
モ
フ
」は「
欲
」字

に
対
応
す
る
訓
読
法
の
一
つ
で
も
あ
る
。
漢
文
に
お
け
る
助
動
詞
用
法
の
「
欲
」
字

は
「
～
し
た
い
」
と
い
う
意
を
表
す
希
望
表
現
と
「
～
し
よ
う
と
す
る
」
と
い
う
意
を

表
す
将
然
表
現
の
用
法
が
あ
り
、
訓
読
法
と
し
て「
～
ム
ト
オ
モ
フ
」「
～
ト
ス
」「
～

ム
ト
ホ
ッ
ス
」が
最
も
一
般
的
で
、
そ
の
内「
～
ム
ト
オ
モ
フ
」は
専
ら
希
望
表
現
を

表
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
「
～
ム
ト
思
フ
」
形
式
は

和
文
脈
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
漢
文
訓
読
と
無
関
係
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
６
）「
汝
を
た
す
け
ん
と
お
も
ふ
也
。
は
や
く
故
郷
に
帰
て
、
罪
を
懺
悔
す
べ
し
」



宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
三

と
の
給
ふ
。（
上
四
四
　
九
〇
頁
）

（
７
）「
こ
の
白
髪
の
す
こ
し
残
り
た
る
を
剃
て
、
御
弟
子
に
な
ら
ん
と
思
ふ
也
」　

�

（
下
一
三
六
　
二
九
〇
頁
）

　
例（
６
）は
、「
あ
な
た
を
助
け
た
い
。」の
意
、
例（
７
）は「
弟
子
に
な
り
た
い
。」

の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
自
己
の「
願
望
」を「
表
出
」⑻
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
８
）「
も
し
習
は
ん
と
お
ぼ
し
め
さ
ば
、
此
度
は
大
や
け
の
御
使
な
り
。」

�

（
下
一
〇
六
　
二
一
九
頁
）

（
９
）「
汝
、
宝
を
得
ん
と
思
は
ば
、
た
ゞ
実
の
心
を
お
こ
す
べ
し
。」

�

（
下
一
五
四
　
三
〇
九
頁
）

　
例（
８
）は
、「
も
し
習
い
た
い
の
な
ら
ば
、」の
意
、
例（
９
）は
、「
宝
を
得
た
い

の
な
ら
ば
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
二
人
称
の
仮
定
形
で
相
手
の
「
願
望
」
を

「
説
明
」す
る
も
の
で
あ
る
。

（
10
）
い
つ
し
か
我
力
付
て
、
清
ま
は
り
て
、
心
清
く
四
巻
経
書
供
養
し
奉
ん
と
思

け
り
。（
上
一
〇
二
　
二
〇
七
頁
）

（
11
）此
僧
に
具
し
て
、
山
寺
な
ど
へ
往
な
ん
と
思
ふ
心
つ
き
ぬ
。

�

（
下
一
二
三
　
二
六
五
頁
）

　
例（
10
）は
、「
心
清
く
四
巻
書
供
養
を
し
た
か
っ
た
。」の
意
、
例（
11
）は
、「
山

寺
な
ど
へ
行
き
た
い
思
い
が
」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
地
の
文
に
お
い
て
三
人

称
の「
願
望
」を「
説
明
」す
る
も
の
で
あ
る
。

（
12
）
東
大
寺
と
い
ふ
所
に
て
受
戒
せ
ん
と
思
て
、
と
か
く
し
て
の
ぼ
り
て
、
受
戒

し
て
け
り
。（
上
一
〇
一
　
一
九
六
頁
）

（
13
）「
そ
の
事
申
さ
ん
と
思
て
、
参
り
つ
る
也
」と
い
ふ
。

�

（
下
一
九
七
　
三
九
五
頁
）

　
例（
12
）は
、「
東
大
寺
で
受
戒
し
た
く
て
、」の
意
、
例（
13
）は
、「
そ
の
事
を
申

し
上
げ
た
く
て
、」の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も「
～
し
た
く
て
～
し
た
」の
構
文
で
、

こ
れ
ら
の
例
は
「
願
望
」
の
「
説
明
」
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
行
動
を
伴

う
こ
と
に
よ
り「
将
然
」の
意
味
合
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
３
、「
ホ
シ
」の
用
法
　

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
ホ
シ
」
は
一
四
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
「
ホ
シ
」
は
一
一
例
見

ら
れ
、「
ホ
シ
ガ
ル
」が
三
例
見
ら
れ
る
。

（
14
）お
の
れ
、
物
の
ほ
し
け
れ
ば
、
人
に
も
見
せ
ず
、
隠
し
て
食
ふ
ほ
ど
に
、

�

（
上
八
五
　
一
五
六
頁
）

（
15
）水
ほ
し
き
時
は
、
水
瓶
を
飛
ば
し
て
、
汲
に
や
り
て
飲
み
け
り
。

�

（
下
一
七
三
　
三
四
三
頁
）

（
16
）「
然
に
、
う
け
給
は
れ
ば
、
心
の
欲
し
き
ま
ゝ
に
、
悪
し
き
事
を
の
み
事
と
す

る
は
、
当
時
は
心
に
か
な
ふ
や
う
な
れ
ど
も
、
終
悪
し
き
物
也
。」

�

（
下
一
九
七
　
三
九
五
頁
）

　
例（
14
）は
、「
も
の
が
ほ
し
か
っ
た
の
で
、」の
意
、
例（
15
）は
、「
水
が
ほ
し
い

時
に
は
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
具
体
的
に
何
か
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
心
情
を
表



二
四

す
も
の
で
、「
願
望
」
の
「
説
明
」
に
当
た
る
用
法
で
あ
る
。
例
（
16
）
は
、「
心
の
欲

す
る
ま
ま
に
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
具
体
的
に
何
か
が
欲
し
い
の
で
な
く
、「
思
う
通

り
に
、
き
ま
ま
に
、」と
い
う
一
般
化
さ
れ
た
用
法
で
あ
る
。

（
17
）「
物
を
ほ
し
が
り
つ
れ
ば
、
か
や
う
の
所
に
は
、
食
ひ
物
、
ち
ろ
ぼ
う
も
の
ぞ

か
し
と
て
、
ま
う
で
来
つ
る
也
。」（
上
五
三
　
一
〇
九
頁
）

（
18
）「
よ
ろ
づ
の
人
の
ほ
し
が
り
て
、
あ
た
い
も
限
ら
ず
買
ん
と
申
つ
る
を
も
惜
し

み
て
、」（
上
九
六
　
一
八
八
頁
）

　
例（
17
）（
18
）は
、「
物
を
欲
し
が
る
」の
意
と
解
さ
れ
、
内
心
の
希
望
が
外
に
現

れ
た
行
動
を
表
す
用
例
で
あ
る
。

　
４
、「
願
」の
用
法

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
願
」
は
一
一
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
名
詞
「
願
」
は
七
例
、
動

詞
「
願
フ
」
は
二
例
、
慣
用
形
式
の
「
願
ハ
ク
ハ
～
給
ヘ
」
は
二
例
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
例
は
す
べ
て
仏
教
関
係
の
説
話
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）「
四
巻
経
、
書
奉
ら
ん
と
い
ふ
願
を
お
こ
せ
」と
み
そ
か
に
い
へ
ば
、

�

（
上
一
〇
二
　
二
〇
五
頁
）

（
20
）「
爰
に
本
願
の
上
皇
、
め
し
と
ゞ
め
て
、
大
会
の
講
師
と
す
。」

�

（
上
一
〇
三
　
二
〇
九
頁
）

　
例（
19
）（
20
）に
お
け
る「
願
」「
本
願
」は
仏
教
用
語
で
、「
願
」の
名
詞
用
法
で

あ
る
。

（
21
）極
楽
に
生
れ
ん
事
を
な
ん
ね
が
ひ
け
る
。（
上
五
五
　
一
一
一
頁
）

（
22
）ひ
と
へ
に
極
楽
を
ね
が
ふ
。（
上
七
三
　
一
三
四
頁
）

　
例（
21
）（
22
）は
仮
名
表
記
さ
れ
、
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
23
）「
願
は
く
は
許
し
給
へ
。」（
上
一
五
八
　
三
一
七
頁
）

（
24
）「
願
は
く
は
、
我
命
を
許
し
給
へ
」と
い
ふ
と
見
つ
。

�

（
下
一
六
七
　
三
三
二
頁
）

　
例
（
23
）（
24
）
は
慣
用
形
式
の
用
法
で
、「
許
し
て
く
だ
さ
い
」「
命
を
許
し
て
く

だ
さ
い
」の
意
と
解
さ
れ
、
話
し
手
の「
希
求
」⑼
を
直
接「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
５
、「
望
」の
用
法

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
望
」
は
三
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
名
詞
用
法
は
一
例
、
実
動

詞
用
法
は
二
例
で
あ
り
、
助
動
詞
用
法
は
見
ら
れ
な
い
。

（
25
）「
た
ゞ
、
し
か
る
べ
き
居
所
を
し
め
て
、
一
生
を
送
ら
れ
ん
、
こ
れ
今
生
の
望

な
り
。」（
上
九
〇
　
一
六
七
頁
）

　
例（
25
）は
、「
こ
の
こ
と
が
今
生
の
希
望
で
あ
る
。」の
意
と
解
さ
れ
、
名
詞
用
法

で
あ
る
。

（
26
）
除
目
の
あ
ら
ん
と
て
も
、
先
、
国
の
あ
ま
た
あ
き
た
る
、
望
む
人
あ
る
を
も
、

国
の
ほ
ど
に
あ
て
つ
ゝ
、（
下
一
二
〇
　
二
五
六
頁
）



宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
五

（
27
）「
そ
の
人
は
道
理
た
て
て
望
と
も
、
え
な
ら
じ
」な
ど
、

�

（
下
一
二
〇
　
二
五
七
頁
）

　
例
（
26
）（
27
）
は
、「
望
む
人
」「
望
ん
で
も
」
の
意
と
解
さ
れ
、
と
も
に
動
詞
用

法
で
あ
る
。

　
６
、「
祈
」の
用
法

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
祈
」
は
四
四
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
名
詞
用
法
は
一
五
例
、

実
動
詞
用
法
は
二
九
例
見
ら
れ
る
が
、
助
動
詞
用
法
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、「
祈
」

の
用
例
は
す
べ
て
仏
教
関
係
の
説
話
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
28
）東
大
寺
の
法
蔵
僧
都
は
、
此
左
大
将
の
御
祈
の
師
な
り
。

�
（
下
一
八
三
　
三
六
四
頁
）

（
29
）さ
れ
ば
、
人
の
祈
は
僧
の
浄
不
浄
に
は
よ
ら
ぬ
事
也
。

�

（
下
一
九
一
　
三
八
三
頁
）

（
30
）「
母
の
尼
し
て
、
祈
を
ば
す
べ
し
」と
、（
下
一
九
一
　
三
八
三
頁
）

　
例（
28
）（
29
）（
30
）は
仏
教
用
語
で
、「
祈
」の
名
詞
用
法
で
あ
る
。

（
31
）静
観
僧
正
祈
雨
法
験
之
事（
上
二
〇
　
三
頁
）

（
32
）同
僧
正
大
嶽
ノ
岩
祈
失
事（
上
二
一
　
三
頁
）

（
33
）山
伏
船
祈
返
事（
上
三
六
　
三
頁
）

　
例（
31
）（
32
）（
33
）は
目
録
の
漢
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。「
雨
を
祈
る
」「
祈
っ

て
岩
が
な
く
な
る
」「
祈
っ
て
船
が
帰
る
」
の
意
と
解
さ
れ
、「
祈
」
の
実
動
詞
用
法

で
あ
る
。

（
34
）「
座
を
た
ち
て
、
別
に
壁
の
本
に
た
ち
て
、
祈
れ
。」（
上
二
〇
　
四
三
頁
）

（
35
）
晴
明
が
見
付
て
、
夜
一
夜
、
祈
た
り
け
れ
ば
、
そ
の
ふ
せ
け
る
陰
陽
師
の
も

と
よ
り
、
人
の
来
て
、（
上
二
六
　
五
七
頁
）

（
36
）雨
降
る
べ
き
よ
し
、
い
み
じ
く
祈
給
け
り
。（
上
九
七
　
一
九
一
〇
頁
）

　
例（
34
）（
35
）（
36
）は
和
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。
す
べ
て「
祈
る
」の
意
で
、

普
通
の
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
37
）
額
に
香
炉
を
あ
て
て
、
祈
誓
し
給
こ
と
、
見
る
人
さ
へ
く
る
し
く
思
け
り
。

�

（
上
二
〇
　
四
三
頁
）

（
38
）「
我
山
の
三
宝
、
助
け
給
へ
」
と
手
を
す
り
て
祈
請
し
給
に
、
大
な
る
犬
一
疋

出
で
来
て
、（
下
一
七
〇
　
三
三
九
頁
）

（
39
）
日
本
の
方
に
向
て
、
祈
念
し
て
云
、「
我
国
の
三
宝
、
神
祇
助
け
給
へ
。
恥
見

せ
給
な
」（
下
一
七
二
　
三
四
二
頁
）

　
例
（
37
）（
38
）（
39
）
に
お
け
る
「
祈
誓
す
」「
祈
請
す
」「
祈
念
す
」
は
複
合
動
詞

形
式
で
、
こ
れ
ら
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。



二
六

　
７
、「
乞
」の
用
法
　

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
乞
」
は
一
七
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
名
詞
用
法
は
一
例
、
実

動
詞
用
法
は
一
六
例
見
ら
れ
る
。

（
40
）
乞
食
と
い
ふ
事
し
け
る
に
、
あ
る
家
に
、
食
物
え
も
い
は
ず
し
て
、
庭
に
畳

を
し
き
て
、
物
を
食
は
せ
け
れ
ば
、（
上
五
九
　
一
二
二
頁
）

　
例
（
40
）
に
お
け
る
熟
語
「
乞
食
」
は
、
仏
教
で
説
か
れ
る
十
二
頭
陀
行
の
一
で
、

人
家
の
門
口
に
立
ち
、
食
物
を
乞
い
求
め
る
托
鉢
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
名
詞
用

法
で
あ
る
。

（
41
）人
を
は
か
り
て
、
物
を
乞
は
ん
と
し
た
り
け
る
な
り
。（
上
六
　
一
七
頁
）

（
42
）「
そ
れ
に
、
そ
の
金
を
こ
ひ
て
、
堪
へ
が
た
か
ら
ん
折
は
、
売
り
て
過
ぎ
よ
」

と
申
し
か
ば
、（
上
八
　
二
〇
頁
）

（
43
）あ
る
人
の
も
と
に
、
な
ま
女
房
の
有
け
る
が
、
人
に
紙
乞
ひ
て
、

�

（
上
七
六
　
一
三
九
頁
）

　
例
（
41
）（
42
）（
43
）
に
お
け
る
「
～
を
乞
ふ
」
は
い
ず
れ
も
具
体
な
物
を
求
め
る

と
い
う
意
で
、
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
44
）そ
の
と
ら
へ
た
る
人
を
見
知
り
た
れ
ば
、
乞
ひ
許
し
て
や
り
給
。

�

（
下
一
五
七
　
三
一
五
頁
）

（
45
）は
じ
め
の
法
師
も
、
事
よ
ろ
し
く
は
、
乞
ひ
許
さ
ん
と
て
、

�

（
下
一
五
七
　
三
一
頁
）

　
例
（
44
）（
45
）
は
、「
頼
ん
で
許
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
さ
っ
た
。」「
許
し
を
乞

ふ
」
の
意
で
、
具
体
的
な
物
を
求
め
る
の
で
は
な
い
が
、
や
は
り
実
動
詞
の
用
法
で

あ
る
。

　
８
、「
請
」の
用
法
　

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
請
」
は
一
一
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
名
詞
用
法
は
二
例
、
実

動
詞
用
法
は
九
例
見
ら
れ
る
が
、
助
動
詞
用
法
は
見
ら
れ
な
い
。

（
46
）公
請
つ
と
め
て
、
在
京
の
あ
ひ
だ
、
ひ
さ
し
く
な
り
て
、
魚
を
食
は
で
、

�

（
上
六
七
　
一
二
八
頁
）

　
例
（
46
）
に
お
け
る
「
公
請
」
は
熟
語
で
、
僧
侶
が
朝
廷
か
ら
法
会
や
講
義
に
召
さ

れ
る
こ
と
。
こ
れ
は
名
詞
用
法
で
あ
る
。

（
47
）此
僧
正
を
請
じ
た
て
ま
つ
り
て
、（
上
六
九
　
一
三
〇
頁
）

（
48
）
仲
胤
僧
都
を
山
の
大
衆
、
日
吉
の
二
宮
に
て
法
花
経
を
供
養
し
け
る
導
師
に

請
じ
た
り
け
り
。（
上
八
〇
　
一
四
八
頁
）

（
49
）戸
を
開
け
て
請
ぜ
ら
れ
け
れ
ば
、
飛
入
て
前
に
居
給
ぬ
。

�

（
下
一
〇
五
　
二
一
五
頁
）

　
例
（
47
）（
48
）（
49
）
に
お
け
る
「
請
ず
」
は
「
招
待
す
る
」「
招
く
」
の
意
で
、
実

動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
50
）「
か
く
さ
い
な
め
ば
、
今
よ
り
な
が
く
起
請
す
。」（
下
一
二
四
　
二
六
六
頁
）



宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
七

（
51
）「
も
し
、
か
く
起
請
し
て
後
、
青
常
の
君
と
呼
び
た
ら
ん
も
の
を
ば
、
酒
、
果

物
な
ど
取
り
い
だ
さ
せ
て
、
あ
が
ひ
せ
ん
」と
い
ひ
か
た
め
て
、

�

（
下
一
二
四
　
二
六
七
頁
）

（
52
）「
か
く
起
請
を
破
り
つ
る
は
、
い
と
便
な
き
事
な
り
」と
て
、

�

（
下
一
二
四
　
二
六
七
頁
）

　
例（
50
）（
51
）に
お
け
る「
起
請
す
」は
神
仏
に
誓
い
を
立
て
て
約
束
す
る
意
で
複

合
語
と
し
て
の
実
動
詞
用
法
で
、
例（
52
）の「
起
請
」は
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　
９
、「
誂
」の
用
法
　

　
宇
治
拾
遺
物
語
に「
誂
」は
二
例
見
ら
れ
る
。

（
53
）仮
名
暦
誂
タ
ル
事（
上
七
六
　
四
頁
）

（
54
）
主
に
も
こ
ひ
、
知
り
た
る
人
に
も
物
こ
ひ
取
り
て
、
講
師
の
前
、
人
に
あ
つ

ら
へ
さ
せ
な
ど
し
て
、（
下
一
〇
九
　
二
三
二
頁
）

　
例
（
53
）
は
題
目
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
用
例
で
「
仮
名
を
用
い
た
暦
を
誂
え
た
」

の
意
、
例
（
54
）
は
仮
名
表
記
の
用
例
で
「
人
に
誂
え
さ
せ
る
」
の
意
と
解
さ
れ
、
い

ず
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
10
、「
求
」の
用
法
　

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
求
」
は
一
二
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
名
詞
用
法
は
一
例
、
実

動
詞
用
法
は
一
一
例
見
ら
れ
る
。

（
55
）随ず

い

求ぐ

ダ
ラ
ニ
籠
レ

額
法
師
事（
上
五
）

　
例
（
55
）
は
題
目
に
お
け
る
漢
文
の
用
例
で
あ
る
。「
随
求
」
は
仏
教
用
語
で
、
求

め
る
と
こ
ろ
に
随
っ
て
直
ち
に
福
徳
を
得
さ
せ
る
と
す
る
ダ
ラ
ニ
の
こ
と
を
い
う
。

こ
れ
は
名
詞
用
法
で
あ
る
。

（
56
）山
に
入
て
、
茸
を
も
と
む
る
に
、
す
べ
て
、
蔬
、
お
ほ
か
た
見
え
ず
。

�

（
上
二
　
八
頁
）

（
57
）此
法
師
、
信
心
を
致
し
て
、
食
物
を
も
と
め
て
、
仏
師
等
を
供
養
し
て
、

�

（
上
四
五
　
九
二
頁
）

（
58
）「
我
等
、
宝
を
求
ん
為
に
出
に
し
に
、
悪
し
き
風
に
あ
ひ
て
、
知
ら
ぬ
世
界
に

来
た
り
。」（
上
九
一
　
一
六
八
頁
）

　
例
（
56
）（
57
）（
58
）
に
お
け
る
「
茸
を
求
む
」「
食
物
を
求
む
」「
宝
を
求
む
」
は

具
体
的
な
物
を
求
め
る
意
で
、
い
ず
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
11
、「
バ
ヤ
」の
用
法
　

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
バ
ヤ
」
は
一
七
例
見
ら
れ
る
。
会
話
文
、
心
話
文
、
和
歌
、

地
の
文
に
見
ら
れ
る
が
、
主
に
会
話
文
と
心
話
文
に
用
い
ら
れ
る
。

（
59
）「
仏
を
作
り
、
供
養
し
奉
ら
ば
や
」と
い
ひ
わ
た
り
け
れ
ば
、

�

（
上
一
〇
九
　
二
三
〇
頁
）

（
60
）「
う
け
給
て
、
説
経
を
も
せ
ば
や
」と
い
へ
ば
、（
下
一
一
〇
　
二
三
五
頁
）



二
八

（
61
）「
あ
は
れ
、
走
出
て
舞
は
ば
や
」と
思
ふ
を
、（
上
三
　
一
〇
頁
）

（
62
）「
こ
れ
が
夜
の
あ
り
さ
ま
を
見
ば
や
」と
思
ふ
に
、（
上
五
七
　
一
一
五
頁
）

（
63
）め
ぐ
り
く
る
春
〳
〵
ご
と
に
さ
く
ら
花
い
く
た
び
ち
り
き
人
に
問
は
ば
や

�

（
下
一
四
七
　
三
〇
四
頁
）

　
例
（
59
）（
60
）
は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
供
養
し
た
い
。」「
説
経
を
し
た

い
。」の
意
と
解
さ
れ
、
例（
61
）（
62
）は
心
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
舞
い
た
い
。」

「
見
た
い
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
例
（
63
）
は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
、「
人
に
問
い
た

い
」の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
自
分
が「
～
し
た
い
」と
い
う
意
を
表
す
。
こ
れ
ら

は「
願
望
」の「
表
出
」に
当
た
る
用
例
で
あ
る
。

（
64
）「
お
の
れ
も
、
皮
を
だ
に
は
が
ば
や
と
思
へ
ど
、
旅
に
て
は
い
か
ゞ
す
べ
き
と

思
て
、
ま
も
り
立
て
侍
な
り
」と
い
ひ
け
れ
ば
、（
上
九
六
　
一
八
八
頁
）

（
65
）「
告
げ
参
ら
せ
ば
や
と
思
な
が
ら
、
我
身
か
く
て
候
つ
れ
ば
と
思
候
程
に
、」

�

（
下
一
五
七
　
三
一
六
頁
）

（
66
）こ
の
人
を
妻
に
せ
ば
や
と
、
い
り
も
み
思
け
れ
ば
、（
上
四
一
　
八
六
頁
）

（
67
）莚
、
畳
を
と
ら
せ
ば
や
と
思
へ
ど
も
、（
上
一
〇
八
　
二
二
四
頁
）

　
例
（
64
）（
65
）
は
会
話
文
の
従
属
節
に
お
け
る
用
例
で
、「
私
も
皮
を
は
ぎ
た

い
と
思
う
け
れ
ど
も
、」「
告
げ
た
い
と
思
い
な
が
ら
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
自
己
の

「
願
望
」を
表
す
用
例
で
あ
る
が
、
そ
の「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
例
で
あ
る
。
例

（
66
）（
67
）
は
地
の
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
こ
の
人
を
妻
に
し
た
い
と
、」「
莚
と

畳
を
取
り
た
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
三
人
称
を
主
語

に
し
て
、
こ
れ
ら
も「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
例
で
あ
る
。

　
12
、「（
モ
）ガ
ナ
」の
用
法

　
宇
治
拾
遺
物
語
に
「（
モ
）
ガ
ナ
」
が
二
例
見
ら
れ
、
と
も
に
心
話
文
に
用
い
ら
れ

る
。

（
68
）「
こ
れ
を
ま
ろ
げ
て
、
み
な
買
は
ん
人
も
が
な
」と
思
て
、

�

（
上
二
二
　
四
五
頁
）

（
69
）「
馬
が
な
」と
思
け
る
ほ
ど
に
て
、
こ
の
馬
を
見
て
、

�

（
上
九
六
　
一
八
九
頁
）

　
例（
68
）（
69
）は「
買
う
人
が
ほ
し
い
。」「
馬
が
ほ
し
い
。」の
意
と
解
さ
れ
、「
願

望
」を「
表
出
」す
る
用
例
で
あ
る
。

　
13
、「
マ
ホ
シ
」の
用
法

　
宇
治
拾
遺
物
語
に「
マ
ホ
シ
」は
四
例
見
ら
れ
る
。

（
70
）「
さ
ら
ば
、
参
り
ぬ
べ
く
は
、
い
ま
す
こ
し
も
召
さ
ま
ほ
し
か
ら
ん
ほ
ど
召
せ
」

と
い
へ
ば
、（
上
一
九
　
四
〇
頁
）

（
71
）「
法
花
経
の
め
で
た
く
、
読
奉
ら
ま
ほ
し
く
お
ぼ
え
て
、
俄
に
か
く
成
て
あ
る

な
り
」と
語
り
侍
け
り
。（
下
一
二
三
　
二
六
五
頁
）

（
72
）
こ
の
な
ぎ
は
、
三
町
斗
ぞ
植
へ
た
り
け
る
に
、
か
く
食
へ
ば
、
い
と
あ
さ
ま

し
く
、
食
は
ん
や
う
も
見
ま
ほ
し
く
て
、（
上
一
九
　
四
〇
頁
）



宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

二
九

（
73
）あ
は
ぬ
ま
で
も
見
に
ゆ
か
ま
ほ
し
け
れ
ど
、（
上
八
七
　
一
六
〇
頁
）

　
例
（
70
）（
71
）
は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
召
し
上
が
り
た
い
ほ
ど
」「
読
誦

し
た
く
て
」の
意
と
解
さ
れ
、
例（
72
）（
73
）は
地
の
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
見
た

く
て
、」「
見
に
行
き
た
か
っ
た
が
、」の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も「
願
望
」を「
説
明
」

す
る
用
例
で
あ
る
。

　
四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
及
び
使
用
状
況
を
考
察
し

た
。

　
希
望
表
現
の
構
成
を
見
る
と
、
そ
の
構
成
形
式
が
多
様
に
わ
た
り
、
主
要
形
式
の

用
例
数
も
多
い
が
、
特
に「
～
ム
ト
思
フ
」の
用
例
数
が
際
だ
っ
て
多
い
。

　
各
形
式
の
用
法
を
見
る
と
、「
欲
」
は
題
目
の
漢
文
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
和
文

の
名
詞
用
例
に
限
ら
れ
、「
～
ム
ト
思
フ
」
は
漢
文
訓
読
の
用
法
と
は
関
係
が
な
く
、

希
望
表
現
と
将
然
表
現
の
境
界
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
。「
願
」
と
「
ホ
シ
」

は
希
望
表
現
で
心
情
を
表
す
用
法
が
あ
る
が
、「
望
」「
祈
」「
乞
」「
請
」「
求
」「
誂
」

は
名
詞
用
法
と
実
動
詞
用
法
の
み
見
ら
れ
、
希
望
表
現
の
周
辺
的
な
存
在
と
い
え

る
。

　
終
助
詞
・
助
動
詞
は
希
望
表
現
の
重
要
な
構
成
形
式
で
、
主
に
会
話
文
と
心
話
文

に
用
い
ら
れ
る
。「
バ
ヤ
」は「
願
望
」の「
表
出
」と「
説
明
」、「（
モ
）ガ
ナ
は「
願
望
」

の「
表
出
」、「
マ
ホ
シ
」は「
願
望
」の「
説
明
」を
表
す
用
法
が
見
ら
れ
た
。

【
主
要
参
考
文
献
】

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
一
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
〇
日
第

一
刷

三
木
紀
人
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
内
と
外
　
―
古
本
説
話
集
に
も
及
ぶ
―
」（
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
42
　
解
説
）
岩
波
書
店
　
一
九
九
〇
年
一
一
月
二
〇

日
第
一
刷
　
二
〇
一
二
年
四
月
二
四
日
第
一
〇
刷

【
注
】

（
１
）
柴
田
昭
二
、
連
　
仲
友
「
希
望
表
現
の
通
史
的
研
究
　
序
説
」『
香
川
大
学
教

育
学
部
研
究
報
告
第
Ⅰ
部
第
109
号
』　
平
成
12
年
３
月

（
２
）
こ
こ
で
い
う
希
望
表
現
と
は
、
人
の
願
い
望
み
に
関
す
る
、
一
種
の
心
情
的

表
現
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
、
話
者
自
身
の
動
作
・
状

態
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
願
望
表
現
」、
他
者
の
動
作
・
状
態
に
対

し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
希
求
表
現
」
と
称
す
る
。
さ
ら
に
、
希
望
を
直
接

発
す
る
場
合
を
希
望
の
「
表
出
」、
そ
れ
以
外
の
問
い
質
し
や
過
去
な
ど
の
場

合
を
希
望
の「
説
明
」と
称
す
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、「
願
望
」は「
～

た
い
」の
形
で
、「
希
求
」は「
～
て
ほ
し
い
」の
形
で
表
現
す
る
の
が
最
も
一
般

的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
現
在
形
形
式
「
一
人
称
～
た
い
」「
一
人

称
～
て
ほ
し
い
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
願
望
」、「
希
求
」
の
「
表
出
」
で
あ
り
、
一
人

称
の
過
去
形
「
一
人
称
～
た
か
っ
た
」「
一
人
称
～
て
ほ
し
か
っ
た
」、
二
人
称

形
式
「
二
人
称
～
た
い
か
」「
二
人
称
～
て
ほ
し
い
か
」、
三
人
称
の
「
三
人
称

～
た
が
る
」「
三
人
称
～
て
ほ
し
が
る
」な
ど
の
形
式
は
、「
説
明
」に
あ
た
る
。

（
３
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
一
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
八
三
年
一
〇
月
二
〇

日
第
一
刷

（
４
）『
宇
治
拾
遺
物
語
』　
三
木
紀
人
、
浅
見
和
彦
校
注
　
岩
波
書
店
　
新
編
日
本



三
〇

古
典
文
学
全
集
42
　
一
九
九
〇
年
一
一
月
二
〇
日
第
一
刷
発
行
　
二
〇
一
二
年

四
月
二
四
日
第
一
〇
刷
発
行

（
５
）
柴
田
昭
二
、
連
仲
友
「
十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て
」　『
香
川
大
学

研
究
報
告
』第
Ⅰ
部
第
142
号
　
二
〇
一
四
年
九
月

（
６
）注（
２
）参
照
。
以
下
同
。

（
７
）注（
２
）参
照
。
以
下
同
。

（
８
）注（
２
）参
照
。
以
下
同
。

（
９
）注（
２
）参
照
。

�

（
し
ば
た
し
ょ
う
じ
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授
）

�

（
れ
ん
ち
ゅ
う
ゆ
う
　
広
島
市
立
大
学
客
員
研
究
員
）

�
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
八
日
受
理
）


